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研究成果の概要（和文）：本研究は，過疎地域における地域保健活動モデルを検討するために，これまで島根県
で実施されてきた脳血管疾患予防活動の活動変遷過程を明らかにすることであった。その結果，島根県の公衆衛
生活動の歴史的変遷は，大別すると３つの時期に区別できた。①脳卒中予防特別対策事業を中心とした時期
(1969-1978)，②重点地区活動として，地区組織の形成と健康づくりを並行して実施した時期(1979-1993)，③地
域保健法後に地域住民や互助組織による公衆衛生活動が開始された時期(1994- )である。島根県の公衆衛生活動
の特徴は，市町村―保健所連携による活動実践，保健師養成の重視などがあった。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to examine the model of community health 
activities in depopulated areas, and to clarify the process of activity changes in stroke prevention
 activities that have been implemented in Shimane Prefecture. As a result, the historical evolution 
of public health activities in Shimane Prefecture could be divided into three main periods: ① a 
period centered on special stroke prevention measures (1969-1978), ② a period during which 
community organizations were formed and health promotion was implemented concurrently as key area 
activities (1979-1993), and ③ a period after the enactment of the Community Health Act when public 
health activities were initiated by local residents and mutual aid organizations (1994- ). 
Characteristics of public health activities in Shimane included collaborative activities between 
municipalities and public health centers, as well as a focus on training of public health nurses.

研究分野：公衆衛生学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では，行政資料や記録，論文を用いた文献調査と当時の活動に携わった関係者へのインタビュー調査とを
実施した（ただしCOVID-19流行下における高齢者のインタビュー調査は中止した）。島根県は脳血管疾患の死亡
率，発症率は全国でも高値であり，さらに過疎化が進み，人口減少とともに，医療，社会資源の維持，確保が困
難になっているため，地域での地域保健活動がより重要となっている。戦中，戦後，現在にわたる地域保健活動
の主体は，保健師と住民による健康を軸としたまちづくりにあり，これらの取り組みは戦中より実施された社会
保健婦養成と関わっていた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 地域包括ケアシステムは，地域で①住まい，②医療，③介護，④生活支援，⑤疾病，介護
予防を一体的に提供し，住民が住み慣れた地域で，生活し続けることを目指したサービス提
供体制のことである。しかし，無医地区を抱える過疎地域では，医療資源が慢性的に不足し
ており，医療，介護施設への物理的距離を鑑みても，日常生活圏(中学校区)内でのシステム
構築は不可能である。よって，実現可能な対応策は，疾病(介護)予防を基盤とした実践が主
となる。特に健常な高齢者に対する市町村―保健所―住民連携に基づく活動が要請される。 
 本研究の対象地域である島根県は離島や中山間地域を有し，県面積の 8 割以上が条件不
利地域である。多数の無医・準無医地区を抱えており(計 42 か所)，全国の無医地区数の推
移に逆行して増加傾向にある。戦時中から社会保健婦を積極的に養成してきた地域であり，
保健師は島根県内の地域保健活動の中核的存在であった。戦後，県内保健師が中核を担った
代表的な事業は，「脳卒中予防特別対策事業(1969(昭 44)年)」と「重点地区活動(1979(昭 53)
年)」である。前者は，国家事業として開始されたものが，その 5年後(1977(昭 49)年)には，
県独自の「新脳卒中予防特別対策事業」に発展したものである。後者は地区単位で実施され
た地域ぐるみの健康づくり活動である。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，これまでの島根県内の地域保健活動の変遷を明らかにすることであっ
た。とりわけ，島根県の健康課題である脳血管疾患予防に関する地域保健活動について，郷
土資料や保健統計，関係者の記録等を用いた文献調査を実施し，どのような実践が行われて
いたのかを検討する。さらに，当時の活動参加者を対象としたインタビュー調査を実施する
ことにより，実践の様相を明らかにする（なお、本研究課題は COVID-19 流行前に計画さ
れたものであり，高齢者に対するインタビュー調査は当初の予定より回数や範囲が少なく
なってしまったため，文献調査や方法論に関する研究成果が多くなってしまったことを付
記しておく）。 
 
３．研究の方法 
 島根県の公衆衛生活動は，『脳卒中予防特別対策事業のあゆみ』や『地域がどよめき，芽
吹く（重点地区活動報告集）』などの資料が多数存在する。これらは当時の様子を記す貴重
な資料である。これらの活動報告には，活動実態(従事者の経験，活動内容)の記述に重点を
置かれたものと健康指標の推移（疾患発症率，死亡率など）に重点を置かれたものがある。
これらの資料を図書館や関係者から貸与し，時系列に並べなおす文献調査を実施した。また，
記録では記載されていない部分は，当時の関係者（保健師や保健所職員等）にインタビュー
調査を実施した。 
 
４．研究成果 
 1938 年に川本保健所開設以来の島根県における地域保健活動は大別して，以下の通りに
区分することができた。区分①：国力増強政策としての結核対策・母子保健，区分②：脳卒
中に焦点化した疾病予防・リスク管理，区分③健康づくりを中核とする自治組織の確立と意
識の向上，区分④：地域住民による互助組織が行う健康づくり。 
区分①では社会保健婦養成所の開学や駐在保健師の派遣，GHQによる公衆衛生指導など
が生じていた。区分②では，疾病予防に重点化した活動実践であり，国家事業として開始さ
れたものが，その後も県独自の新脳卒中予防特別対策事業として発展していた。島根県独自
の新脳卒中予防特別対策は，県下３町村で実施され，脳卒中ゼロを目指した取り組みとなっ
た。循環器検診だけでなく，家庭健康管理カードを導入し疾病管理も行っていた。区分③で
は，移動保健所を固定した重点地区活動が実施された。重点地区活動の実施地区は県下 80
地区に上り，地域住民の健康づくりと地区組織の確立とが並行して実施された。図は重点地
区活動を最初に開始したとされる斐川町阿宮地区の融点地区活動の実施体制を示したもの
である。「自分たちの健康は自分たちで
守ろう」をキャッチフレーズに集落単位
での健康づくり活動が実施され，県下に
展開された。具体的には「健康を守る会」
を設置し，保健所・市町村・地域役員が
連携して，定例会を開催し，協議する場
が設けられた。また，地域行事に健康や
疾病予防を盛り込むことで地域住民の
健康への意識を高めた。区分④では，地
域保健法の制定により市町村―保健所
の機能分化の促進，さらに市町村合併等



により重点地区活動の形骸化，重点地区活動の継続が困難になった背景がみられた。重点地
区活動を担っていた保健師が退職後に地域住民として健康づくり活動を継続する，あるい
は互助組織を立ちあげて健康を支援する活動を行うなどがみられた。 
島根県の地域活動の変遷にともない，活動主体や活動地域単位も変遷しており，前者は国
家事業としての取り組みから，市町村―保健所間連携，そして互助団体や地域住民の参画へ
の活動実践へ，後者はメゾレベル（市町村）からミクロレベル（地区）へとコミュニティ・
ベース・アプローチへと変遷していた。また，保健師の活動内容も区分①では結核対策や母
子保健を主としていた活動から，区分②では生活習慣病（成人病）への活動割合が増加し，
区分③以降では生活習慣病（成人病）対策が活動の半数を占めるように変化していた。本研
究における調査対象期間における島根県の脳血管疾患死亡数の推移を図に示す。島根県内
の脳血管疾患死亡率（人口 10 万人当たり）の推移も 256.3（1965 年：区分①）から約 10 年
間は横ばい傾向にあったものの，231.8（1979 年：区分②）以降，160.4（1985 年：区分③），
143.8（1989 年：区分③）と減少傾向にあった。しかし，1996 年（区分④）には 160.5 と再
び上昇しており，重点地区活動に代表されるコミュニティ・ベース・アプローチが脳血管疾
患の死亡や発症に与える影響が大きかったことが示唆された。 
 
 
 

 

256.3
276.4 257.3

231.8

199.4

164.0
143.8 139.3

160.5 163.9175.8 175.8 156.7

137.7
125.0
112.2 98.5 96.9

112.6 110.8

0

50

100

150

200

250

300

0

500

1000

1500

2000

2500

S40 S42 S44 S46 S48 S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11

図 脳血管疾患死亡者数と死亡率（島根県衛生統計書より作成）
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